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ト
ピ
ッ
ク
ス
　
あ
り
が
と
う
石
田
小
学
校

２
０
２
４
年
９
月
号

名
と
２
泊
３
日
の
合
宿
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
流
し
そ
う
め
ん
や
桃
狩
り
、

Ｓ
Ｌ
乗
車
な
ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い
一
生

の
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
訪
ね
て
く
れ
た
草
津

K
I
D
S
は
、
草
津
市
長
よ
り
「
古

代
蓮
里
帰
り
大
使
」
と
い
う
重
要
な
使

命
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
言

う
と
、
八
幡
神
社
の
蓮
の
ふ
る
里
“
琵

琶
湖
の
古
代
蓮
”
が
原
因
不
明
で
消
滅

し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
滋
賀
県
や

草
津
市
が
調
査
し
ま
し
た
が
、「
短
期

間
で
の
再
生
は
事
実
上
不
可
能
」
と
の

結
論
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
草
津

K
I
D
S
は
、
伊
達
市
で
愛
さ
れ
育

て
ら
れ
て
き
た
古
代
蓮
の
里
帰
り
を
依

頼
す
る
た
め
に
、
草
津
市
長
の
親
書
を

携
え
て
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

蓮
は
、
伊
達
市
と
草
津
市
の
友
好
交

流
10
周
年
を
記
念
し
、
今
年
の
冬
に
株

分
け
し
て
里
帰
り
し
ま
す
。
草
津
市
で

生
ま
れ
、
富
野
の
皆
さ
ん
に
大
切
に
育

て
ら
れ
た
蓮
が
、
来
春
以
降
、
草
津
市

の
公
園
で
再
び
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
両
市
の
絆
が
さ
ら
に

強
く
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
滋
賀
県
草
津
市
の
紹
介

を
し
ま
す
。
草
津
市
は
日
本
最
大
の
湖・

琵
琶
湖
に
面
し
、
豊
か
な
自
然
と
深
い

歴
史
が
あ
り
、
ま
た
交
通
の
要よ
う
し
ょ
う衝

と
し

て
利
便
性
に
富
む
ま
ち
で
す
。
ク
リ
ス

マ
ス
ブ
ー
ツ
発
祥
の
地
で
も
有
名
で
す
。

　

伊
達
市
と
草
津
市
は
、
東
日
本
大
震

災
直
後
の
平
成
23
年
５
月
、「
草
津
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
に
伊
達
市
が
招
待
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。
平
成
26
年
11
月
に
友
好
交
流
都
市

を
締
結
し
、
草
津
市
か
ら
は
“
琵
琶
湖

の
古
代
蓮
”
が
記
念
と
し
て
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
梁
川
八
幡
神
社
参

道
入
口
に
移
植
さ
れ
、
富
野
自
治
会
と

八
幡
様
周
辺
整
備
協
議
会
の
皆
さ
ん
の

手
で
大
切
に
育
て
ら
れ
て
お
り
、
訪
れ
た

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
か
ら
“
両
市
の
未

来
は
子
ど
も
た
ち
が
創
る
”
と
の
思
い

で
、
小
学
５
・
６
年
生
が
交
互
に
お
互

い
の
市
を
訪
れ
学
習
と
交
流
を
行
う

「
み
ら
い
Kキ

ッ

ズ

I
D
S
に
ぎ
わ
い
交
流
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
草
津
K
I
D
S

 

10
名
を

伊
達
市
に
迎
え
、
伊
達
K
I
D
S

 

10

市
長
コ
ラ
ム
　
第
69
回

「
梁
川
八
幡
神
社
に
咲
く

“
古
代
蓮は
す

”
の
里
帰
り
」

過去の
コラム︎

1. 自分にもできる SDGs ってなんだろう？みんなで考えてみよう /2. 山に入って竹取り体験。暑いけどがんばるぞ！ /3. 切り出した竹で流しそうめん。
器や箸も自分で作りました！ /4. どの桃がいいかな？みんなで桃狩り体験

「また会おうね！」
　8 月 5 日㊊〜 7日㊌、伊達市の友好交流都市である滋賀県草津市との共同事業「みらいＫ

キ ッ ズ

Ｉ DＳにぎわい交
流事業」が実施されました。各市 10人の小学５、６年生たちが、伊達市内を会場にたくさんの活動を協力して
行い、３日目には別れを惜しみつつ、笑顔で草津市のお友達を送り出しました。参加した子どもたちからは「は
じめは仲良くなれるか不安だったけど、親友が２人できました」「この思い出を一生の宝物にします。絶対忘れ
ません」といった感想が聞かれ、子どもたちにとって最高の夏の経験になりました。
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